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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration の B2B アプリケーシ ョ ンに 
RosettaNet を実装する方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 WebLogic Integration における  RosettaNet のサ
ポートについての概要と、 WebLogic Integration の B2B アプリ ケーシ ョ ンに 
RosettaNet を実装するために使用されるアーキテクチャについて説明します。

� 第 2 章 「RosettaNet でのワークフローの使用」 では、 RosettaNet アプ リケー
シ ョ ンで使用されている  WebLogic Integration の Business Process 
Management (BPM) ワークフローのし くみについて説明します。

� 第 3 章 「RosettaNet PIP テンプレート 」 では、 WebLogic Integration に付属の 
2 つの RosettaNet PIP テンプレー トの概要、 および新し く  PIP を作成する方
法について説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

� WebLogic Integration Studio を使用して、 ビジネス  メ ッセージを交換するた
めの RosettaNet 標準に準拠したワークフローを設計するビジネス  プロセス
設計者

� WebLogic Integration RosettaNet ソ リ ューシ ョ ンを設定および管理するシス
テム管理者

このマニュアルに進む前に、 次のマニュアルの内容について理解されるこ と をお

勧めします。

� WebLogic Integration 入門
B2B Integration RosettaNet の実装 v



� WebLogic Integration チュート リ アル

� WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ

� B2B Integration 入門

� B2B Integration 管理ガイ ド

� B2B Integration セキュ リ テ ィの実装

RosettaNet ソ リ ューシ ョ ンの設計を行う前に、 次のマニュアルに精通されるこ と
をお勧めします。

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計

� WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます >

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ ト
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印

刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ドキュ メ ン トのホーム 
ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択し
ます。
vi B2B Integration RosettaNet の実装



Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト

（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク

は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration 製品ドキュ メ ン ト

の リ リース番号をお書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サ
ポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、

製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されていま

す。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
B2B Integration RosettaNet の実装 vii



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR
viii B2B Integration RosettaNet の実装



{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
B2B Integration RosettaNet の実装 ix
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1 はじめに

WebLogic Integration B2B は、 XOCP、 RosettaNet、 および cXML メ ッセージの
交換の解決および管理を可能とするルーティ ング  アーキテクチャをサポート し
ています。 このアーキテクチャによ り、 WebLogic Integration を使用する ト レー
ディ ング  パートナは、 これらのプロ ト コル標準の任意のものを使って、 ビジネ
ス  メ ッセージを交換できます。

『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 をサポートする

ために必要な、 B2B コンフ ィグレーシ ョ ンの例を記載しています。 RosettaNet を
サポートするよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンした  B2B エンジンを使う と、 ト レー
ディ ング  パートナは RosettaNet Implementation Framework 1.1 (RNIF 1.1) および 
RosettaNet Implementation Framework 2.0 (RNIF 2.0) に記載されているよ う に、
RosettaNet メ ッセージの送受信を行えます。 加えて、 WebLogic Integration の 
Business Process Management (BPM) では、 RosettaNet Partner Interface Process
（PIP） をモデル化するワークフローの作成と実行をサポート しています。
WebLogic Integration は、 2 つの PIP テンプレー ト （0A1 および 3A2） を備えてい
ます。 これらは、 ユーザ独自の PIP 実装を行う際の基準と して使用できます。

以下の節では、 RosettaNet プロ ト コルの概要を説明します。

� RosettaNet について

� RosettaNet アーキテクチャ

� RosettaNet の管理

� RosettaNet セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン

� 環境の設定
B2B Integration RosettaNet の実装 1-1



1 はじめに
RosettaNet について

こ こでは、 電子ビジネス  ト ランザクシ ョ ンのための RosettaNet 標準の概要を説
明します。 RosettaNet Consortium は、 主要情報技術、 電子部品、 および半導体
製造に携わる各企業によって構成される、 非営利のコンソーシアムです。 業界全

体にわたる、 オープンな E ビジネス  プロセスの標準を作成し、 実装するために
活動しています。 これらのプロセスは、 参加しているサプライ  チェーン パート
ナ間で使用される、 電子ビジネス  インタフェースを標準化するために設計され
ます。 RosettaNet Implementation Framework 仕様
（http://www.rosettanet.org で入手可能） は、 RosettaNet Partner Interface 
Process （PIP） を実装するアプリ ケーシ ョ ンのガイ ド ラインです。 これら  PIP 
は、 ト レーディ ング パートナ間で使用される標準化された電子ビジネス  プロセ
スです。

マシン可読 RosettaNet メ ッセージは、 RNIF 1.1 では RosettaNet オブジェク ト  と
して、 RNIF 2.0 では RosettaNet ビジネス メ ッセージ  と して知られています。
RosettaNet メ ッセージの要素には、すべての RosettaNet メ ッセージに共通のもの
と、 特定の PIP に固有のものがあ り ます。 RosettaNet メ ッセージが確実に一貫し
た方法で構造化され、 処理されるよ うに、 各 PIP はメ ッセージ ガイ ド ライン と  
XML 文書型定義 （DTD） を備えています。

RosettaNet アーキテクチャ

WebLogic Integration による  RosettaNet のサポートは、 次のコンポーネン ト で構
成されています。

� RosettaNet プロ ト コル レイヤ
B2B エンジンによる  RosettaNet プロ ト コルのサポート を実装するビジネス  
プロ ト コル定義。

� B2B Integration プラグイン
WebLogic Integration Studio およびプロセス  エンジンの機能を拡張して、 標
準 RosettaNet PIP を実装するワークフローのモデル化と実行をサポートする
プラグイン。
1-2 B2B Integration RosettaNet の実装



RosettaNet アーキテクチャ
� PIP テンプレー ト
標準 RosettaNet PIP をユーザおよびト レーディング パートナ用に実装するよ

うにカスタマイズできるワークフロー テンプレー ト 。

WebLogic Integration アーキテクチャと  
RosettaNet

WebLogic Integration Studio を使う と、RosettaNet PIP を実装するワークフローの
モデル化と、 実行のモニタを行えます。 ワークフロー、 プロセス  エンジン、
B2B プラグイン、 および B2B エンジンが連携する こ とによ り、 次のこ とが可能
にな り ます。

� ト レーディング パートナの配信チャネル定義は、 B2B コンフ ィグレーシ ョ
ンの一部と して RosettaNet プロ ト コルにバインド されます。

� B2B コンフ ィグレーシ ョ ンで定義された対話定義およびコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン トは、 配信チャネルを適切なワークフローに関連付けます。

� ワークフローのアクシ ョ ンは、 B2B エンジン経由でルーティ ングされる  
RosettaNet メ ッセージを、 リモー トの ト レーディング パートナ配信チャネル

に送信します。

� ワークフロー テンプレー トのプロパテ ィは、 ワークフローが実装する  PIP と
ロールを示します。

� ワークフロー イベン トは、 B2B エンジンまたはプライベート  ワークフロー 
アクシ ョ ンによって送信される  RosettaNet メ ッセージを待機します。

次の図は、 WebLogic Integration がどのよ う に RosettaNet の電子ビジネス  プロセ
ス標準をサポートするかを示します。
B2B Integration RosettaNet の実装 1-3



1 はじめに
図 1-1   WebLogic Integration の RosettaNet アーキテクチャ

以下の節では、 WebLogic Integration による  RosettaNet のサポート と、 図示され
ているコンポーネン トに関する追加情報を提供します。

RosettaNet プロト コル レイヤ

RosettaNet プロ ト コル レイヤによ り、 転送、 メ ッセージ パッケージング、 およ
びセキュ リ テ ィに関する  RNIF 1.1 および RNIF 2.0 の仕様に従い、 インターネッ
ト を通じてメ ッセージを送受信する こ とが可能にな り ます。

PIP テンプレート

RosettaNet PIP は、ト レーディ ング パートナが E ビジネス  ト ランザクシ ョ ンの実
行中に参加する、 パブリ ッ ク  プロセスを定義します。 たとえば PIP 3A2 は、 顧
客 ト レーディ ング パートナが製品サプラ イヤ ト レーディング パートナと共に実
行して、 顧客が購入を希望し、 製品サプラ イヤが販売を希望する商品の価格と在

庫に関する情報を取得するプロセスを定義します。 PIP に参加している ト レー
ディ ング パートナは、 PIP 内でそのト レーディ ング  パートナのロールによって
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RosettaNet アーキテクチャ
定義されているパブリ ッ ク  プロセスを実装する必要があ り ます。 また、 内部シ
ステムを、 プライベート  プロセスおよびワークフローと同様に、 パブリ ッ ク  プ
ロセスに接続する必要があ り ます。

WebLogic Integration によって提供された  RosettaNet のサポートの主な特長は、
ト レーディング パートナが PIP の実装に使用できる、 ワークフロー PIP テンプ
レー トのセッ ト です。 テンプレー トのセッ トは、 次の PIP について定義されてい
ます。

� PIP0A1: 障害通知

� PIP3A2: 価格と在庫に関するクエ リ

各 PIP ロールと  RosettaNet バージ ョ ン用のテンプレー トは、次のディ レ ク ト リに
格納されています。

WLI_HOME\lib\templates\rosettanet

この場合、 WLI_HOME は WebLogic Integration をインス トールした場所を表しま
す。

これらの PIP およびその他の PIP に関する詳細については、RosettaNet の Web サ
イ ト   http://www.rosettanet.org を参照して ください。WebLogic Integration 
のこの リ リースで提供される  RosettaNet PIP の詳細については、 第 3 章
「RosettaNet PIP テンプレー ト 」 を参照して ください。

ワークフロー定義

RosettaNet PIP を実装するワークフローは、 簡単に言えば特殊な協調的ワークフ
ローです。 B2B プラグインによ り提供される拡張機能を備えた Studio が、 任意
の協調的ワークフローの作成に使用されるのと同じよ うに、 RosettaNet PIP を実
装するワークフローの開発に使用されます。 協調的ワークフローを作成するため

の Studio の使用に関する一般的な情報については、 『B2B Integration ワークフ
ローの作成』 を参照して ください。 RosettaNet PIP の開発に特有の情報は、 第 2 
章 「RosettaNet でのワークフローの使用」 に記載されています。
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デジタル署名

WebLogic Integration には、 RSA CertJ ツールキッ ト に基づく 、すぐに使えるデジ
タル署名の実装が含まれます。 デジタル署名の実装およびコンフ ィグレーシ ョ ン

の詳細については、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照して ください。

WebLogic Integration はまた、 RosettaNet のセキュ リ テ ィ機能を例示するサンプ
ル アプリ ケーシ ョ ンを提供しています。 このサンプルについては、 『B2B 
Integration サンプルの使い方』 の 「RosettaNet 2.0 Security サンプル」 を参照して
ください。

メ ッセージ検証

RosettaNet PIP 定義には、 PIP で交換される メ ッセージの詳細な検証規則が含ま
れます。 これらの規則は、 XML 文書型定義 （DTD） 内で表現される検証と比べ
る と、 著し く厳格です。

必要な検証規則は、 XML スキーマ ドキュ メ ン ト （XSD） で表現されます。 これ
らのドキュ メ ン ト は、 WebLogic Integration に付属の PIP テンプレー トに含まれ
ています。 メ ッセージ検証の詳細については、 第 2 章 「RosettaNet でのワークフ
ローの使用」 を参照して ください。

WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 の検証のスキーマ
は、 W3C (World Wide Web Consortium) XSD (2000 XML Schema Definitions) ス
キーマに基づきます。 WebLogic Integration 7.0 の検証のスキーマは、 W3C 
(World Wide Web Consortium) XSD (2001 XML Schema Definitions) スキーマに基
づきます。 詳細については、 『WebLogic Integration 移行ガイ ド』 の 「移行に関す

るその他のト ピ ッ ク」 にある 「RosettaNet スキーマの変更点 」 を参照して くだ
さい。

RosettaNet サンプル

BEA RosettaNet 2.0 のセキュ リ テ ィ  サンプルは、 ワークフローを使用する  
RosettaNet 2.0 PIP の実装に、 WebLogic Integtration をどのよ うに使用できるかを
示します。 特に、 RosettaNet 2.0 PIP 3A2 標準に準拠するビジネス  メ ッセージを
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RosettaNet アーキテクチャ
交換する  2 社の ト レーディング  パートナを示しています。 このサンプルの実行

については、 『B2B Integration サンプルの使い方』 の 「RosettaNet 2.0 Security サ
ンプル」 を参照して ください。

この リ リースで使用できるサンプルが追加された場合は、次の URL にある  BEA 
dev2dev Online サイ トにポス ト されます。

http://dev2dev.bea.com

サポート されないアイテム

RosettaNet 関連機能のうちいくつかは、 WebLogic Integration のこの リ リースで

はサポート されていません。

� RNIF 2.0 による  SMTP 転送の使用
HTTP 転送に著し く偏向している ものの、 RNIF 2.0 は転送に依存してはおら

ず、 SMTP 転送の使用例を示すドキュ メ ン ト が含まれています。 WebLogic 
Integration は HTTP および HTTPS 転送をサポート していますが、 SMTP は
サポート していません。

� ハブ仲介による メ ッセージング

WebLogic Integration は、 RosettaNet ピア ツー ピア メ ッセージング モデル

のみをサポート しています。 RosettaNet ハブ配信チャネルが、 RosettaNet ト
レーディ ング パートナ ピア間の仲介機能と してコンフ ィグレーシ ョ ンされ

ている、 ハブ仲介モデルはサポート されていません。
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1 はじめに
RosettaNet の管理

WebLogic Integration では、 ト レーディ ング  パートナ定義、 対話定義、 およびコ

ラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト が、 ト レーディ ング  パートナ間における メ ッ

セージ交換の実装に必要と されるユーザ定義要素となっています。

これらの要素をコンフ ィグレーシ ョ ンおよびモニタするための B2B Console の使

用については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 および状況依存の B2B Console オ
ンライン ヘルプを参照して ください。 RosettaNet のサンプル コンフ ィグレー

シ ョ ンは、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「RosettaNet アプ リ ケーシ ョ ン」 で

説明されています。

注意 : 『 B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 も、

WebLogic Integration 製品マニュアルに含まれています。

RosettaNet セキュリテ ィのコンフ ィグレー
ション

以下の節では、 RosettaNet ビジネス プロ ト コルのためのセキュ リ テ ィのコン

フ ィ グレーシ ョ ン方法について説明します。

� SSL およびデジタル署名のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� メ ッセージの暗号化

SSL およびデジタル署名のコンフ ィグレーション

RosettaNet の SSL およびデジタル署名は、 両方と も  B2B Console によってコン

フ ィ グレーシ ョ ンされます。 SSL およびデジタル署名のコンフ ィグレーシ ョ ン

の詳細については、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』、 『B2B Integration 
1-8 B2B Integration RosettaNet の実装



環境の設定
Administration Console オンライン ヘルプ』、 および 『WebLogic Server 管理者ガ
イ ド』 を参照して ください。 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 は、 次の URL で
ダウンロードできます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/index.html

メ ッセージの暗号化

RosettaNet Implementation Framework 2.0 は、 RosettaNet フレームワーク全体に、

新しいセキュ リ テ ィ  オプシ ョ ンを導入します。 RNIF 1.1 と違い、 RNIF 2.0 では

次の 3 つのレベルの 1 つにおいて、 メ ッセージを暗号化できます。

� なし－暗号化は行われなません。

� ペイロード－サービス  コンテンツ とすべての添付フ ァ イルが暗号化されま

す。

� ペイロード全体－サービス  ヘッダ、 サービス  コンテンツ、 および添付ファ

イルがすべて暗号化されます。

暗号化オプシ ョ ンは、 WebLogic Integration B2B Console でコンフ ィ グレーシ ョ

ンできます。 暗号化オプシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration セキュ リ
テ ィの実装』 の 「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 に記載の 「メ ッセージ

暗号化のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

環境の設定

ド メ インで RosettaNet メ ッセージングをサポートするためには、 次の作業が必

要です。

� WLI_HOME/lib/dtd/rosettanet ディ レク ト リから ド メ インのディ レ ク ト リ

へ、 文書型定義 （DTD） をコピーします。

たとえば、 ド メ インを  c:\bea\user_projects\mydomain ディ レク ト リに作

成した場合は、 WLI_HOME/lib/dtd/rosettanet ディ レク ト リから  
c:\bea\user_projects\mydomain ディ レク ト リへ DTD をコピーします。
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� DOMAIN_HOME ド メ イン ディ レク ト リの下に、 「schemas」 とい う名前のディ

レク ト リ を作成します (DOMAIN_HOME ディ レ ク ト リはド メ イン名を含む、 ド

メ イン  ディ レク ト リの完全パス名です）。

WLI_HOME/lib/xmlschema/rosettanet ディ レク ト リ内のファ イルを、 新規

作成した DOMAIN_HOME/schemas ディ レク ト リにコピーします。

たとえば、 ド メ インを  c:\bea\user_projects\mydomain ディ レク ト リに作

成した場合は、 c:\bea\user_projects\mydomain\schemas ディ レ ク ト リ を

作成し、 次に WLI_HOME/lib/xmlschema/rosettanet ディ レク ト リのフ ァ

イルを  c:\bea\user_projects\mydomain\schemas ディ レク ト リにコピー

します。

ド メ インのルート  ディ レク ト リ を変更すれば、 WebLogic Integration が DTD 
やスキーマを参照するためのデフォルト  ディ レク ト リ を変更する こ とができ

ます。 詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマ
イズ』 の 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「ド メ インのルー

ト  ディ レク ト リ 」 を参照して ください。

RosettaNet ワークフローの移行

お使いのアプ リ ケーシ ョ ンに WebLogic Integration 2.1 または WebLogic 
Integration ServicePack1 を使用して開発されたワークフローが含まれている場

合、 どちらも  RosettaNet プロ ト コルを実装するため、 WebLogic Integration 7.0 で
アプリ ケーシ ョ ンを実行するにはまずワークフローの変更が必要にな り ます。 ま

た、 非同期メ ッセージのサポートにも、 これらの変更が必要です。 詳細な情報に

ついては、 『WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 の 「WebLogic Integration 2.1 また

は WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行」 にある 「手

順 10. RosettaNet ワークフローの移行」 を参照して ください。
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2 RosettaNet でのワークフローの

使用

以下の節では、 RosettaNet Partner Interface Process (PIP) を実装するワークフロー

の開発方法について説明します。

� RosettaNet の理解

� PIP ワークフロー インスタンスの理解

� はじめに

� パブ リ ッ ク  ワークフローとプラ イベート  ワークフローの調整

� RosettaNet ワークフロー変数

� RosettaNet メ ッセージの受信

� RosettaNet メ ッセージの送信

� メ ッセージの検証

� メ ッセージ添付ファ イル

この章の手順説明では、 WebLogic Integration Studio で表示されるワークフロー

図に説明しています。 ワークフロー ダイアグラムにアクセスするには、

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration 管理ツールと設計ツール」 にある 「Studio の起動」 の説明に従って  
Studio を起動します。 B2B アプリ ケーシ ョ ンで使用する協調的ワークフローの

定義の詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイ
ズ』 を参照して ください。
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
RosettaNet の理解

次の RosettaNet マニュアルは、 WebLogic Integration で提供される  RosettaNet の
サポート を使用して独自の PIP を実装する場合には、 必読です。 また、

RosettaNet PIP 実装サンプルを完全に理解したい場合にも、 一読をお勧めしま

す。

� WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ

� 次のマニュアルは、 RosettaNet Web サイ ト （http://www.rosettanet.org）

の 「Standards」 セクシ ョ ンからダウンロード可能です。

� 「RosettaNet Implementation Framework v1.1 （RNIF 1.1）」 － RNIF は、

RosettaNet サプライ  チェーンおよびソ リ ューシ ョ ン  パートナが 
RosettaNet PIP 実行時に協調できるよ うに設計された、 オープンな共通

ネッ ト ワーク  アプリ ケーシ ョ ン フレームワークです。

� 「RosettaNet Implementation Framework v2.0 (RNIF 2.0)」

� 「RNIF Technical Advisories」 － 「RNIF Technical Advisories」 は、 RNIF 
1.1 および RNIF 2.0 への更新および追加情報です。

� 「RNIF Technical Recommendations」 － 「Technical Recommendations」
は、 RNIF v1.1 の公開されているバージ ョ ンではまだ利用できない特長や

拡張機能を説明しています。 「Technical Recommendations」 の実装はオプ

シ ョ ンです。

� 「RNIF Business Signals, Service Header & Preamble」 － RNIF ビジネス信

号、 サービス ヘッダおよびプリ アンブルに関する ドキュ メ ン トには、

RNIF ビジネス信号、 サービス ヘッダ、 およびプリ アンブルのためのメ ッ

セージ  ガイ ド ライン と  XML 文書型定義 （DTD） が含まれます。

� 「Understanding a PIP Blueprint」 － PIP Blueprint のコンポーネン ト と評価

に対する リ フ ァレンス。 「Standards」 セクシ ョ ンの 「Supporting 
Documentation」 からダウンロードできます。

� 対象 PIP － PIP は、 サプライ  チェーン企業間のビジネス  プロセスを定義

する、 特殊なシステム間 XML ベース  ダイアログです。 各 PIP には、

RosettaNet Implementation Framework (RNIF) に基づ く技術仕様、 ビジネ

ス  ディ クシ ョナ リの PIP 専用バージ ョ ンを備えた メ ッセージ  ガイ ド ライ
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PIP ワーク フロー インスタンスの理解
ンのマニュアル、 および PIP 専用メ ッセージのための XML 文書型定義

（DTD） が含まれます。

PIP ワークフロー インスタンスの理解

WebLogic Integration は、 標準の RosettaNet PIP をパブ リ ッ ク  ワークフロー （協

調的ワークフローと も言 う ） によって実装します。 プラ イベート  ワークフロー

がメ ッセージの生成や、 メ ッセージへの応答のためのバッ クエンド  システムへ

のインタフェースに使用されるのに対し、 パブ リ ッ ク  ワークフローは他の ト

レーディ ング パートナにインタフェースを提供します。

次の図は、 PIP ワークフローが ト レーディング  パートナ間でメ ッセージを渡すプ

ロセスを示します。

図 2-1   メ ッセージ ワークフロー

一般に、 RosettaNet 指向のワークフローは、 次のよ うにメ ッセージを処理しま

す。

1. 顧客のプライベート  ワークフローが、 RosettaNet メ ッセージを開始します。

データが取得されて  RosettaNet メ ッセージ構造にフォーマッ ト され、 適切な  
PIP が決定され、 メ ッセージが PIP 内の顧客のロールを実装するパブリ ッ ク  
ワークフローに転送されます。

2. パブ リ ッ ク  ワークフローのプロセスによ り、 適切な RosettaNet メ ッセージが

作成されます。 メ ッセージは B2B エンジンを通じて PIP 内の製品サプライ

ヤのロールを実装しているパブ リ ッ ク  ワークフローに送信されます。
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3. 製品サプラ イヤのパブリ ッ ク  ワークフローはメ ッセージを受信し、 ヘッダ情

報を処理し、 次に検証済みの顧客情報と メ ッセージ コンテンツを適切なプラ

イベート  ワークフロー プロセスに渡します。

4. 製品サプラ イヤのプラ イベート  プロセスが、 メ ッセージ コンテンツを解決

し、 応答を生成します。 応答は RosettaNet メ ッセージ構造になるよ うに処理

され、 製品サプライヤのパブ リ ッ ク  プロセスに戻されます。

5. 製品サプラ イヤのパブリ ッ ク  プロセスは RosettaNet 応答メ ッセージを作成

し、 B2B エンジンを介して顧客のパブリ ッ ク  プロセスに送信します。

6. 顧客のパブリ ッ ク  プロセスは応答メ ッセージを受信し、 ヘッダ情報を処理

し、 次に検証済みの製品サプライヤ情報およびメ ッセージ  コンテンツを適切

なプライベート  プロセスに渡します。

7. プライベート  プロセスが応答メ ッセージのコンテンツを解決します。

はじめに

RosettaNet ワークフローの開発に必要なタスクは、 他のワークフローの開発に使

用されるものとほぼ同じですが、 一部で異なっています。 標準的な手順は、

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 に記載されています。

RosettaNet ワークフローを作成する前に参照して ください。

WebLogic Integration には、RosettaNet 1.1 および 2.0 用の PIP0A1 と  PIP3A2 がフ

ルに実装されています。 これらのテンプレートは、 追加で  PIP ワークフローを作

成する場合のテンプレート  ベース と して役に立ちます。

この節のこれ以降では、 RosettaNet 固有のワークフローの作成に関する問題につ

いて説明します。
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パブリ ッ ク  ワークフローとプライベー ト  ワークフローの調整
パブリ ック  ワークフローとプライベート  
ワークフローの調整

WebLogic Integration では、 RosettaNet PIP は B2B エンジンを介してのメ ッセー

ジ交換でト レーディ ング  パートナのロールを実装するパブリ ッ ク  ワークフロー

です。 これらのワークフローは、 次の処理を行うプライベート  ワークフローと

協調して動作するよ うに設計されています。

� 未加工のソースおよび受信者データの提供

� 標準 RosettaNet メ ッセージ本文の形式へのデータの構造化

� 受信データの処理

� データを送信するパブリ ッ ク  ワークフローの開始

� プライベート  アプ リ ケーシ ョ ンへのインタフェースの提供

パブ リ ッ ク  ワークフローを開始するためのプラ イベート  ワークフロー、 または

プライベート  ワークフローを開始するためのパブリ ッ ク  ワークフローのコン

フ ィグレーシ ョ ンに必要な手順は、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』 の 「協調的ワークフローの開始」 で説明しています。

RosettaNet ワークフロー変数

WebLogic Integration Studio で実装される  RosettaNet ワークフローが動作するに

は、 い くつかのワークフロー変数が必要です。 これらの変数の使われ方は、次の 
3 通りです。

� 入力変数は、 ワークフローにデータを受信するために使用されます。 変数の

内容は、 呼び出し元プラ イベート  ワークフローによって設定されます。

� 出力変数は、 ワークフローからデータを送信するために使用されます。 完了

時に PIP によって作成される内容は、 呼び出し元ワークフローに戻されま

す。
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
� システム変数は、 RosettaNet ワークフローが正し く動作するために必要な、

ワークフロー内の類別されたデータを ト ラ ッキングするのに使用されます。

実装されている  PIP ロールとは関係な く、 RosettaNet ワークフローはすべて、 シ

ステム変数、 入力変数、 および出力変数からなる同じ基本セッ ト を含んでいる必

要があ り ます。 以下の節で、 必要な変数を RNIF のバージ ョ ン別に表にま とめて

います。

� ワークフロー変数表の使用

� RNIF 2.0 のワークフロー変数

� RNIF 1.1 のワークフロー変数

ワークフロー変数表の使用

各ワークフロー変数について、 名前と型 （boolean、 string、 integer、 xml、 また

は object） が識別されます。 加えて、 以下の節に示されるよ うに、 変数の使い方

と説明が記載されています。

使い方

ワークフロー変数は、 次のよ うに使い方別に分類されます。

� 入力－値は必須

これらの変数の値は、 呼び出し元ワークフローによって設定する必要があ り

ます。

� 入力－値は省略可能

これらの変数の値は、 呼び出し元ワークフローによって指定できます。 この

値は必須ではあ り ませんが、 変数は存在している必要があ り ます。

� 出力－値は省略可能

これらの変数の値は、 ワークフローの終了時に設定できます。 この値は必須

ではあ り ませんが、 変数は存在している必要があ り ます。 出力変数に対する

値は、 必須ではあ り ません。

� システム－値は必須

これらの値は、 B2B エンジンによって RosettaNet メ ッセージの生成に使用さ

れます。 値は、 呼び出し元ワークフローによって指定されるか、 ワークフ

ローの開始ノードで割り当てられる必要があ り ます。
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RosettaNet ワークフロー変数
� システム－値は省略可能

これらの値は、 B2B エンジンによって  RosettaNet メ ッセージの生成に使用さ

れます。 この値は必須ではあ り ませんが、 変数は存在している必要があ り ま

す。

これらのワークフロー変数の使用時に注意すべき重要な点は、 パブリ ッ ク  ワー

クフローを開始する と きには、 すべての入力変数が初期化されな くてはならない

とい う こ とです。 入力変数の初期化に使用される値は、 公開や送信の必要はあ り

ません。

必須ワークフロー変数には、 NOF パーテ ィの指定が含まれます。 これらのパーテ ィ
が、 PIP 例外を処理する ト レーディング パートナです。 NOF パーテ ィは、 元の PIP 
の参加者であっても、 第三者であってもかまいません。

説明

変数について簡単に説明します。 関連のある場合、 変数の説明には変数のマップ

先となる  RosettaNet オブジェ ク ト （RNIF 1.1） または RosettaNet ビジネス  メ ッ

セージ （RNIF 2.0） の要素が含まれます。 たとえば、 入力変数 
GlobalUsageCode のマップ先は、 次のとおりです。

ServiceHeader/ProcessControl/GlobalUsageCode

この場合、 スラ ッシュは次のよ うに階層的な要素構造における位置を示します。

<ServiceHeader>
     <ProcessControl>
          <GlobalUsageCode>Value</GlobalUsageCode>
           . . .
     </ProcessControl>
     . . .
</ServiceHeader>
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
RNIF 2.0 のワークフロー変数

表 2-1 では、 RNIF 2.0 PIP ワークフローで必要と されるテンプレー ト変数につい

て説明しています。 付加的な PIP 固有の入力変数および出力変数も必要な場合が

あ り ます。特定の PIP については、 メ ッセージ  ガイ ド ライン と  XML 文書型定義

（DTD） を参照して ください。

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数

名前 型 使い方と説明

actionCode string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ActivityControl/MessageControl
/Manifest/ServiceContentControl
/ActionIdentity/GlobalBusinessActionCode

actionCodeVersion string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ActivityControl/MessageControl
/Manifest/ServiceContentControl
/ActionIdentity/VersionIdentifier 

attachmentDescriptorInput xml 入力－値は省略可能

添付ファ イルと して使用されるフ ァ イルの記述子を含

む。

attachmentDescriptorOutput xml 出力－値は省略可能

添付ファ イルと して受信された可能性のあるファ イル

の記述子を含む。

businessActivityID string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ActivityControl
/BusinessActivityIdentifier
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DOC_TYPE string システム－値は省略可能

XML メ ッセージの doctype 文字列を含む。 この文字列
は、 サービス  コンテンツに  doctype 文字列が含まれて
いなかった場合に、 そのコンテンツに挿入される。

exceptionError boolean システム－値は省略可能

例外エラーが発生したかど うかを示す。

fromDUNS string 入力－値は必須

送信者の DUNS。 ト レーディング パー トナの リポジ ト

リ内で定義されたビジネス  ID と一致している必要があ
る。

マップ先 :
DeliveryHeader
/messageSenderIdentification
/PartnerIdentification
/GlobalBusinessIdentifier

ServiceHeader/ProcessControl
/KnownInitiatingPartner
/PartnerIdentification
/GlobalBusinessIdentifier

fromLocation string システム－値は必須

マップ先 :
DeliveryHeader
/messageSenderIdentification
/PartnerIdentification
/locationID/FreeFormText

fromRole string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/MessageControl/fromRole
/GlobalPartnerRoleClassificationCode

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
fromService string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader
/ProcessControl/MessageControl
/fromService/GlobalBusinessServiceCode 

globalUsageCode string 入力－値は必須

Test または Production のいずれかに設定される。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/GlobalUsageCode

gotMessage string システム－値は必須

RosettaNet メ ッセージが受信されたかど うかを示す。
メ ッセージが受信された場合は True。
タイムアウ トが発生した場合は False。

isSignal boolean システム－値は省略可能

信号が受信されたかど うかを示す。

messageCode integer システム－値は省略可能

メ ッセージ送信によって返されたコードを含む。

messageTrackingId string システム－値は省略可能

PIP0A1 通知のためのメ ッセージ コンテンツにデータを
入れるために使用される メ ッセージ  ID。

NOFParty1 string 入力－値は必須

PIP Failure Notifier ロールのパーテ ィ名。Notification of 
Failure Error プロセス （PIP0A1） を開始するために使
用される。

NOFParty2 string 入力－値は必須

PIP Failure Report Administrator ロールのパーテ ィ名。
Notification of Failure Error プロセス （PIP0A1） を開始
するために使用される。

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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PIP string システム－値は必須

対話名に一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/pipCode/GlobalProcessCode

PIPInput xml 入力－値は必須

メ ッセージのサービス  コンテンツ。

PIPOutput xml 出力－値は省略可能

受信したメ ッセージのサービス  コンテンツ。

PIPVersion string システム－値は必須

対話のバージ ョ ンに一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/pipVersion/VersionIdentifier

reason string システム－値は省略可能

ワークフローの終了理由を含む。

retryCount integer システム－値は必須

再試行回数を保存するカウンタ。

rnProcessInstanceId string システム－値は省略可能

PIP インスタンスのプロセス  ID。 0A1 通知のための
メ ッセージ コンテンツにデータを入れるために使用さ
れる。

rnSystem object システム－値は省略可能

アプリ ケーシ ョ ンのデータ状態を保持するために内部

で使用されるオブジェ ク ト 。 2-23 ページの 「統合され

た rnSystem 変数」 を参照。

SERVICE_CONTENT_SCHEMA string システム－値は必須

照らし合わせてサービス  コンテンツを検証するための 
XSD スキーマの名前を含む。

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
timeStamp string システム－値は省略可能

再試行のカウン トが 1 であった場合 （すなわち、 初め

て行われた再試行の場合）、 タ イムスタンプは内部で生

成される。

マップ先 :
DeliveryHeader/messageDateTime
/DateTimeStamp

toDUNS string 入力－値は必須

受信者の DUNS。 ト レーディング パートナの リポジ ト

リ内で定義されたビジネス  ID と一致している必要があ
る。

マップ先 :
DeliveryHeader
/messageReceiverIdentification
/PartnerIdentification
/GlobalBusinessIdentifier

toLocation string 入力－値は必須

マップ先 :
DeliveryHeader
/messageReceiverIdentification
/PartnerIdentification
/locationID/FreeFormText

toRole string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/MessageControl/toRole
/GlobalPartnerRoleClassificationCode

toService string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/MessageControl/toService
/GlobalBusinessServiceCode 

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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useDTDValidation boolean システム－値は省略可能

True に設定した場合、 XSD ではな く  DTD 検証が使用
される。 False に設定した場合または変数が存在しない
場合、 検証には XSD スキーマが使用される。 そもそも
検証を実行するかど うかは、

validateServiceContent および 
validateServiceHeader の値に応じて決定される。

validateServiceContent boolean 入力－値は必須

サービス  コンテンツをスキーマに照ら し合わせて検証
する必要があるかど うかを示すフラグ。

True －検証は必要

False －検証は不要

validateServiceHeader boolean 入力－値は必須

サービス  ヘッダをスキーマに照ら し合わせて検証する
必要があるかど うかを示すフラグ。

True －検証は必要

False －検証は不要

validationError boolean システム－値は省略可能

検証結果を示す。

表 2-1  RNIF 2.0 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
B2B Integration RosettaNet の実装 2-13



2 RosettaNet でのワークフローの使用
RNIF 1.1 のワークフロー変数

表 2-2 では、 RNIF 1.1 PIP ワークフローのテンプレート変数について説明してい
ます。 付加的な PIP 固有の入力変数および出力変数も必要な場合があ り ます。 特
定の PIP については、 メ ッセージ ガイ ド ラ インと  XML 文書型定義 （DTD） を参
照して ください。

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数

名前 型 使い方と説明

actionCode string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/ActionIdentity/GlobalBusinessActionCode

actionCodeVersion string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl
/ActionControl/ActionIdentity
/VersionIdentifier

attachmentDescriptorI
nput

xml 入力－値は省略可能

添付ファ イルと して使用されるファ イルの記述子。

attachmentDescriptorO
utput

xml 出力－値は省略可能

添付ファ イルと して受信された可能性のあるファ イルの記述

子を含む。

businessActivityID string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ProcessIdentity
/GlobalProcessCode
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DOC_TYPE string システム－値は省略可能

XML メ ッセージの doctype 文字列を含む。 この文字列は、
サービス  コンテンツに doctype 文字列が含まれていなかった
場合に、 そのコンテンツに挿入される。

docId string システム－値は省略可能

確認応答メ ッセージの作成に使用される。

マップ先 :
ReceiptAcknowledgement/
receivedDocumentIdentifier
/ProprietaryDocumentIdentifierReceiptAcknowledg
mentException
/theOffendingDocumentIdentifier
/ProprietaryDocumentIdentifierException
/theOffendingDocumentIdentifier
/ProprietaryDocumentIdentifier

exceptionError boolean システム－値は省略可能

例外エラーが発生したかど うかを示す。

fromClass string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/PartnerRoute/fromPartner/PartnerDescription
/GlobalPartnerClassificationCode

ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/SignalControl
/PartnerRoute/fromPartner/PartnerDescription
/GlobalPartnerClassificationCode

fromContactName string 入力－値は必須

「Notification of Error」 メ ッセージのための XML コンテンツ
を構成するために使用される。

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
fromDUNS string 入力－値は必須

送信者の DUNS。 ト レーディング パー トナの リポジ ト リ内

で定義されたビジネス  ID と一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/PartnerRoute/fromPartner
/PartnerDescription/BusinessDescription
/GlobalBusinessIdentifierServiceHeader
/ProcessControl/TransactionControl
/SignalControl/PartnerRoute
/fromPartner/PartnerDescription
/BusinessDescription/GlobalBusinessIdentifier

fromEmailAddress string 入力－値は必須

「Notification of Error」 メ ッセージのための XML コンテンツ
を構成するために使用される。 送信者の電子メール アド レ
ス。

fromPhone string 入力－値は必須

「Notification of Error」 メ ッセージのための XML コンテンツ
を構成するために使用される。 送信者の電話番号。

fromRole string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/PartnerRoleRoute
/fromRole/PartnerRoleDescription
/GlobalPartnerRoleClassificationCode

fromService string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ServiceRoute/fromService
/BusinessServiceDescription
/GlobalBusinessServiceCode

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
2-16 B2B Integration RosettaNet の実装



RosettaNet ワークフロー変数
fromSupplychain string 入力－値は必須

メ ッセージ確認応答の作成に使用される。

マップ先 :
ReceiptAcknowledgement
/fromRole/PartnerRoleDescription
/PartnerDescription/BusinessDescription
/GlobalSupplyChainCode

ReceiptAcknowledgmentException
/fromRole/PartnerRoleDescription
/PartnerDescription/BusinessDescription
/GlobalSupplyChainCode

Exception/fromRole
/PartnerRoleDescription/PartnerDescription
/BusinessDescription/GlobalSupplyChainCode

functionCode string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/GlobalDocumentFunctionCode

globalUsageCode string 入力－値は必須

Test または Production のいずれかに設定される。

マップ先 :
Preamble/GlobalUsageCode

gotMessage string システム－値は必須

RosettaNet メ ッセージが受信されたかど うかを示す。
True －メ ッセージは受信された。
False －タイムアウ トが発生した。

isSignal boolean システム－値は省略可能

信号が受信されたかど うかを示す。

messageCode integer システム－値は省略可能

メ ッセージ送信によって返されたコードを含む。

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
messageTrackingId string システム－値は省略可能

PIP0A1 通知のためのメ ッセージ  コンテンツにデータを入れ
るために使用される メ ッセージ  ID。

NOFParty1 string 入力－値は必須

PIP Failure Notifier ロールのパーテ ィ名。 Notification of 
Failure Error (PIP0A1) を開始するために使用される。

NOFParty2 string 入力－値は必須

PIP Failure Report Administrator ロールのパーティ名。
Notification of Failure Error (PIP0A1) を開始するために使用
される。

PIP string システム－値は必須

対話名に一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ProcessIdentity/GlobalProcessIndicatorCode

PIPInput xml 入力－値は必須

メ ッセージのサービス  コンテンツ。

PIPOutput xml 出力－値は省略可能

受信したメ ッセージのサービス  コンテンツ。

PIPVersion string システム－値は必須

対話のバージ ョ ンに一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ProcessIdentity/VersionIdentifier

reason string システム－値は省略可能

ワークフローの終了理由を含む。

retryCount integer システム－値は必須

再試行回数を保存するカウンタ。

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
2-18 B2B Integration RosettaNet の実装



RosettaNet ワークフロー変数
rnProcessInstanceId string システム－値は省略可能

PIP インスタンスのプロセス  ID。 0A1 通知のためのメ ッセー
ジ  コンテンツにデータを入れるために使用される。

rnSystem object システム－値は省略可能

アプ リケーシ ョ ンのデータ状態を保持するために内部で使用

されるオブジェ ク ト 。 「2-23 ページの 「統合された rnSystem 
変数」」 を参照。

SERVICE_CONTENT_SCHEM
A

string システム－値は必須

照ら し合わせてサービス  コンテンツを検証するための XSD 
スキーマの名前を含む。

timeStamp string システム－値は省略可能

マップ先 :
ReceiptAcknowledgement
/receivedDocumentDateTime/DateTimeStamp

ReceiptAcknowledgmentException
/theOffendingDocumentDateTime
/DateTimeStamp

Exception/theOffendingDocumentDateTime
/DateTimeStamp

toClass string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/PartnerRoute/toPartner/PartnerDescription
/GlobalPartnerClassificationCode

ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/SignalControl
/PartnerRoute/toPartner/PartnerDescription
/GlobalPartnerClassificationCode

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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2 RosettaNet でのワークフローの使用
toDUNS string 入力－値は必須

受信者の DUNS。 ト レーディング パー トナの リポジ ト リ内

で定義されたビジネス  ID と一致している必要がある。

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/ActionControl
/PartnerRoute/toPartner/PartnerDescription
/BusinessDescription
/GlobalBusinessIdentifier

ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/SignalControl
/PartnerRoute/toPartner
/PartnerDescription/BusinessDescription
/GlobalBusinessIdentifier

toRole string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/PartnerRoleRoute
/toRole/PartnerRoleDescription
/GlobalPartnerRoleClassificationCode

toService string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/ServiceRoute/toService
/BusinessServiceDescription
/GlobalBusinessServiceCode

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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toSupplyChain string 入力－値は必須

メ ッセージ確認応答の作成に使用される。

マップ先 :
ReceiptAcknowledgement/toRole
/PartnerRoleDescription/PartnerDescription
/BusinessDescription/GlobalSupplyChainCode

ReceiptAcknowledgmentException/toRole
/PartnerRoleDescription
/PartnerDescription/BusinessDescription
/GlobalSupplyChainCode

Exception/toRole/PartnerRoleDescription
/PartnerDescription
/BusinessDescription/GlobalSupplyChainCode

transactionCode string システム－値は必須

マップ先 :
ServiceHeader/ProcessControl
/TransactionControl/TransactionIdentity
/GlobalTransactionCode 

useDTDValidation boolean システム－値は省略可能

True に設定した場合、 XSD ではな く  DTD 検証が使用され
る。 False に設定した場合または変数が存在しない場合、 検
証には XSD スキーマが使用される。 そもそも検証を実行す
るかど うかは、 validateServiceContent および 
validateServiceHeader の値に応じて決定される。

validateServiceConten
t

boolean 入力－値は必須

サービス  コンテンツをスキーマに照らし合わせて検証する
必要があるかど うかを示すフラグ。

True －検証は必要

False －検証は不要

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
B2B Integration RosettaNet の実装 2-21



2 RosettaNet でのワークフローの使用
validateServiceHeader boolean 入力－値は必須

サービス  ヘッダをスキーマに照ら し合わせて検証する必要
があるかど うかを示すフラグ。

True －検証は必要

False －検証は不要

validationError boolean システム－値は省略可能

検証結果を示す。

表 2-2  RNIF 1.1 のテンプレート変数 (続き )

名前 型 使い方と説明
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統合された rnSystem 変数

WebLogic Integration 2.0 では、 次の変数も必要と されていました。

signalCode
signalCodeVersion
inReplyToActionCode
inReplyToMessageId
initiatingPartnerDUNS
inReplyToActionCodeVersion（RNIF 2.0 のみ）

以降のリ リースでは、 これらの変数は、 ワークフロー テンプレート内で公開さ
れているシステム変数の数を低減するために、 rnSystem とい う変数 （ワークフ

ロー変数型 : Java Object） に統合されて置き換えられます。

WebLogic Integration 2.0 用に開発された PIP ワークフローがあれば、既存のワー
クフロー テンプレー トから これらの変数の呼び出しまたは定義を削除して、
rnSystem に置き換えるこ とができます。

RosettaNet メ ッセージの受信

WebLogic Integration がサポートする  RosettaNet メ ッセージの受信方法には、 開
始ノードによる ものと、 イベン ト  ノードによる ものの、 2 通りがあ り ます。 どち
らを使用するかは、 メ ッセージが受信される状況によ り ます。

開始ノード

WebLogic Collaborate が PIP インスタンスに対する メ ッセージを初めて受信した
と きに、 WebLogic Collaborate が自動的にワークフローを開始するよ うに、 ワー
クフローをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 このアクシ ョ ンをコンフ ィ グレー
シ ョ ンするには、 受信した  PIP を開始ノードのイベン ト と して宣言します。 受信
するワークフローが、 受信される  PIP を開始して、 処理します。 例と しては、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「協調的ワークフ

ローの開始」 にある参加者ワークフローの説明を参照して ください。
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PIP3A2 サプライヤ ワークフロー テンプレートは、受信される メ ッセージによっ
て開始されるワークフロー テンプレー ト定義のコンフ ィ グレーシ ョ ン方法の一
例です。 この例では、 開始イベン トは Business Message Event と して設定されて
います。 RosettaNet メ ッセージが受信される と、 ワークフローが自動的に開始さ
れ、 出力変数とシステム変数が設定されます。

イベント  ノード

ワークフローには、 ワークフローと関連付けられた PIP インスタンスに対する
メ ッセージが受信される と ト リガされるイベン ト を入れるこ とができます。 例と
しては、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「協調的

ワークフローの開始」 にある開始者ワークフローの説明を参照して ください。

タイムアウトの実装

ワークフローでは、 受信される  RosettaNet メ ッセージを待機するオプシ ョ ンの
タイムアウ ト  パスを使用できます。 ワークフローが送信されたメ ッセージ （た

とえば 3A2 カスタマ ワークフロー） に対する応答を待機する場合は、 応答を待
機するための別個のタイムアウ ト  パスを作成する必要があ り ます。 3A2 カスタ
マ ワークフロー テンプレー トに示されるこのパスは、 適切なタイムアウ ト期間
に合わせて設定されたタイマと、 停止ノードで構成されます。

順不同の信号受信

RNIF 1.1 と  RNIF 2.0 では、 信号受信と応答について、 異なった標準を定義して
います。 これらの異なった標準は、 PIP ワークフローによる メ ッセージの解決方
法に影響を与えます。

RNIF 1.1 では、 応答が常に信号の後に来るよ うに指定しています。 したがって、
信号 /応答パターンは、 次のよ うにな り ます。

1. 開始者→ （要求） →受信者

2. 受信者→ （受信応答確認） →開始者
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3. 受信者→ （応答） →開始者

4. 開始者→ （応答確認処理） →受信者

RNIF 2.0 によ り、 順不同の信号受信が可能にな り ます。 たとえば、 ワークフ
ローが、 受信応答確認よ り前に応答を受信する場合もあ り ます。 したがって、
RNIF 2.0 では、 次のよ う な信号 /応答パターンが可能です。

1. 開始者→ （要求） →受信者

2. 受信者→ （応答） →開始者

3. 受信者→ （受信応答確認） →開始者

4. 開始者→ （受信応答確認） →受信者

このパターンは、 ワークフロー設計の中で正確に処理される必要があ り ます。
PIP3A2 顧客ワークフロー テンプレー トは、 これを処理する方法の一例と して有
用です。 PIP テンプレー トの RNIF 1.1 バージ ョ ンは、 信号と、 それに続く応答
を処理します。 RNIF 2.0 バージ ョ ンは、 信号と応答を個別に処理するロジッ ク
を提供します。

RosettaNet メ ッセージの送信

ワークフロー タスクは次のノードを使用して  RosettaNet メ ッセージを送信しま
す。

� Send Business Message タスク

� RosettaNet Status Event 型イベン ト  ノード

� Wait for HTTP Status タスク

PIP3A2_Customer_RN2 ワークフローの一部を次の図に示します。
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図 2-2   RosettaNet メ ッセージの送信に使用されるワークフロー ノード

RosettaNet メ ッセージの伝送は、 Send Business Message タスクがメ ッセージを送
信する と開始されます。 イベン ト  ノード （RosettaNet Status Event） はメ ッセー
ジの http ステータス通知を待機します。 この種のステータス通知を受信する と、
イベン ト  ノードは Wait for HTTP Status タスク  ノードに 「完了」 マークを付け、

ワークフローは次のノードへと進みます。

Send Business Message タスクは同期で実行され、 http ステータス応答を待ってか
らワークフローの次のノードへ進むとい う こ とをしません。

RosettaNet メ ッセージは次の方法で送信します。

1. Send Message タスクを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョー ト カッ ト  メニューから  [ プ
ロパテ ィ ] を選択します。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

3. 次の図のよ うに、 [統合アクシ ョ ン｜ B2B Integration｜ Send Business 
Message] を選択します。
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図 2-3   B2B Integration アクション

4. [OK] をク リ ッ ク して、 次の図に示す [Send Business Message] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。
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図 2-4   RosettaNet 2.0 の [Send Business Message] ダイアログ ボックス

要求される情報は、 選択したメ ッセージ  タイプ （[ アクシ ョ ン ]、 [例外 ]、
または [受信確認 ]） によって異なり ます。 次の表で、 入力を求められる情
報を メ ッセージ タイプ別にま とめます。
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5. Status Event ノードを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョート カッ ト  メニューから  [プ
ロパティ ] を選択します。

次の図に示す [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

表 2-3  メ ッセージ タイプおよびオプション

メ ッセージ タイプ フ ィールド名 説明

Action [ メ ッセージ タ イプ ] － [ アク
シ ョ ン ]

RosettaNet Action Business Message が送信さ
れる こ とを示す。

[入力内容変数 ] サービス  コンテンツを表現する  XML データ
を含むワークフロー XML 変数。 表 2-1
（RNIF 2.0） または 表 2-2 （RNIF 1.1） の 
PIPInput 変数を参照。

[入力添付ファ イル記述子変数
]

RosettaNet メ ッセージの一部と して送信され
る添付ファ イルを説明する  XML データを含
む、 ワークフロー XML 変数 （2-35 ページの
「メ ッセージ添付ファ イル」 および表 2-1
（RNIF 2.0） または表 2-2 （RNIF 1.1） の 
attachmentDescriptorInput 変数を参照）。

Receipt 
Acknowledgment

[ メ ッセージ タ イプ ] － [受信
確認 ]

RosettaNet Receipt Acknowledgment 信号が送
信される こ とを示す。 これ以外のデータ値は

不要。

例外 [ メ ッセージ タ イプ ] － [例外
]

RosettaNet Receipt Exception 
Acknowledgment 信号が送信される こ と を示
す。

[ エラー コード ] （RosettaNet によって定義された） 送信され
るエラー コード。

[ エラーの説明 ] エラーの簡単な説明。
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図 2-5   RosettaNet Status Event の [ イベントのプロパティ ] ダイアログ ボック
ス

必要な情報の種類は、 ユーザが選択した  Event Type によって異な り ます。 次
の表は、 RosettaNet ステータス  イベン ト を定義する と きに通知される情報を
ま とめたものです。

表 2-4  RosettaNet Status Event オプション

フ ィールド 説明

[説明 ] イベン トの説明。 説明は、 ワークフローのイベン ト  
ノードのラベルと して表示されます。

[ タ イプ ] 設定されるイベン トのタ イプです。 メニューから  
RosettaNet Status Event を選択します。

[Output Status Variable] メ ッセージの送信ステータスが保存される変数です。
2-30 B2B Integration RosettaNet の実装



RosettaNet メ ッセージの送信
6. [ アクシ ョ ン ] タブを選択し、 [ 追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを
追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

7. [ タスク  アクシ ョ ン｜タスクに完了マークを付ける ] を選択します。 次に、
[OK] をク リ ッ ク して  [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

8. [Wait for Http Status] タスクを選択して完了マークを付け、 [OK] をク リ ッ ク
します。

9. [Wait for Http Status] タスクを右ク リ ッ ク し、 次にシ ョート カッ ト  メニュー
から  [ プロパティ ] を選択します。

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

10. [ 追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

11. [ タスク  アクシ ョ ン｜タスク期日を設定 ] を選択します。 次の図に示すよ う
に、 [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 2-6   [ タスク期日を設定 ] ダイアログ ボックス

12. [ 式に設定 ] フ ィールドに、 タイムアウ ト までにアプ リ ケーシ ョ ンを待機させ

る時間数を定義する式を入力します。 次に [ ビジネス  カレンダー ] メニュー
から適切なビジネス  カレンダーを選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。 [ タ
スクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

13. [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ クます。 ワーク
フローの中で RosettaNet メ ッセージの送信に使用される部分はこれで完了で
す。
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メ ッセージの検証

メ ッセージ検証プロセスは、 XML スキーマ仕様のアルファ版実装をサポートす

る  Xerces 1.3 DOM パーサを使用します。 Xerces 1.3 DOM パーサは、 WebLogic 
Server 6.1 ソフ ト ウェアに同梱されています。

以下の節では、 WebLogic Collaborate がどのよ うに RosettaNet メ ッセージを検証
するかを説明し、 メ ッセージ検証に関する さ らなる参考文献を提示します。

� RosettaNet メ ッセージ検証

� メ ッセージ検証に関する推奨参考文献

RosettaNet メ ッセージ検証

WebLogic Integration は、RNIF 1.1 のメ ッセージと  RNIF 2.0 メ ッセージの両方に
対して、 メ ッセージ検証サービスを提供します。 実行される検証は
validateServiceContent、 validateServiceHeader、 および 
useDTDValidation の各ワークフロー変数に指定された値によって異な り ます。
検証オプシ ョ ンは、 以下のとおりです。

� なし－ validateServiceHeader および validateServiceContent が false 
に設定されている場合は、 検証は実行されません。

� サービス  ヘッダ検証－ validateServiceHeader が true に設定されている
場合は、 あるテンプレートについて送受信されるすべてのメ ッセージのサー
ビス  ヘッダが検証されます。 実行される検証の種類は、 useDTDValidation 
変数の設定によって異なり ます。

� サービス  コンテンツ検証－ validateServiceContent が true に設定されて
いる場合は、 あるテンプレー トについて送受信されるすべてのメ ッセージの
サービス  コンテンツが検証されます。 実行される検証の種類は、 
useDTDValidation 変数の設定によって異な り ます。

� DTD － useDTDValidation が true に設定されている場合は、 DTD の検証が
実行されます。 DTD ファ イルは PIP 仕様の一部と して提供されており、 

www.rosettanet.org からダウンロード可能です。
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� XSD スキーマ－ useDTDValidation が false に設定されているかワークフ
ロー テンプレー トに存在しない場合は、 XSD スキーマの検証が実行されま
す。 XSD 検証を使用するには、 PIP 用の DTD から、 独自のスキーマ ファ イ
ルを作成する必要があ り ます。

例外処理プロセスの説明については、 次の URL にある  RNIF 仕様を参照して く
ださい。

http://www.rosettanet.org 

サンプルの XML スキーマ ファ イルおよび文書型定義 （DTD） ファ イルは、
WebLogic Integration のインス トール先の、 次の場所に格納されています。

WLI_HOME/lib/xmlschema/rosettanet

メ ッセージ検証に関する推奨参考文献

以下は、 XML スキーマ例を十分に理解するために推奨される参考文献の情報で
す。 独自の XML スキーマを実装する場合は、 必ずお読みください。

� XML スキーマのツール、 使用法、 仕様、 および開発に関する情報について
は、 次の URL を参照して ください。

http://www.w3.org/XML/Schema 

「XML Schema Part 0: Primer」 には、 XML スキーマの特長と機能についての
詳しい説明があ り ます。

� XML スキーマ仕様の Xerces 実装 に関する情報については、 次の URL を参
照して ください。

http://xml.apache.org/xerces-j/schema.html

パフォーマンス チューニングと メ ッセージ検証

メ ッセージ検証は、 主にシステムをパートナと共に設定およびコンフ ィグレー
シ ョ ンしている と きに使用されます。 無効なメ ッセージ生成に関する問題をシス
テムから取り除いたと確信している場合は、 オプシ ョ ン と して メ ッセージ検証を
オフにし、 パフォーマンスを向上させる こ とができます。 前の節で述べたよ う
に、 メ ッセージ処理中にメ ッセージ検証の実行が要求されるこ とはあ り ません。
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メ ッセージ添付ファイル

RNIF 1.1 と  RNIF 2.0 は双方と も、 RosettaNet アクシ ョ ン メ ッセージ内のオプ
シ ョ ンのメ ッセージ添付ファ イルをサポート しています。 添付ファ イルは、 ファ
イル タイプを限定しておらず、 バイナ リ  データを含んでいてもかまいません。
添付できるファ イルの例と しては、 Word 文書、 GIF 画像、 PDF ファ イルなどが
あ り ます。 各添付ファ イルの情報は、 メ ッセージのサービス  ヘッダに含まれま
す。

WebLogic Integration は、 ユーザ アプリ ケーシ ョ ン （た とえばプライベート  ワー
クフロー） が、 BEA 固有の構造化された XML ファ イルに含まれる添付ファ イ
ルの説明を PIP ワークフローへの入力と して提供できるよ うにする こ とによ り、
添付ファ イルをサポート しています。 XML ファ イルは、 添付ファ イルの説明で
す。 実際の添付ファ イルではあ り ません。 WebLogic Integration によって添付さ
れるべきファ イルを指定するだけのものです。

以下は、 添付ファ イルを説明する  DTD 情報です。

コード  リス ト  2-1   RosettaNet 用 WebLogic Integration 添付ファイル DTD 情報

<!ELEMENT WLCRosettaNet ( Attachment+ )>
<!ELEMENT Attachment (
                       description?,
                       Type,
                       Id,
                       LocalLocation
                       )>
<!ELEMENT description ( FreeFormText ) >
<!ELEMENT FreeFormText ( #PCDATA ) >
<!ATTLIST FreeFormText xml:lang CDATA #IMPLIED >
<!ELEMENT Type ( #PCDATA ) >
<!ELEMENT Id ( #PCDATA ) >
<!ELEMENT LocalLocation ( #PCDATA ) >

次の表で、 DTD において使用される要素について説明します。
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メ ッセージが受信される と、 添付ファ イルはすべてローカルの 
WLI_HOME/config/domain_name/rnattachments ディ レク ト リに保存されま
す。 保存された添付ファ イルには、 先頭がタイムスタンプになったファ イル名が
付きます。 たとえば、 添付ファ イルに次の XML 記述を使用したと します。

コード  リスト  2-2   サンプル XML 添付ファイル

<?xml version ="1.0"?>
<!DOCTYPE  WLCRosettaNet SYSTEM "WLCRosettaNet.dtd">
<WLCRosettaNet>

<Attachment>
<description>

<FreeFormText>
Product user guide in PDF

</FreeFormText>
</description>
<Type>application/pdf</Type>
<Id>"001801236324xyz@xyz.test.com"</Id>
<LocalLocation>c:\pdf\myfile.pdf</LocalLocation>
</Attachment>
<Attachment>

...
</Attachment>

</WLCRosettaNet>

表 2-5  RosettaNet 添付ファイル要素

要素 説明

説明 添付ファ イルの説明 （省略可能）。

Type 添付ファ イルの MIME 型修飾子コード。

ID 添付ファ イルの Universal Resource Identifier。

LocalLocation 送信時 :

添付ファ イルと して送信するファ イルの （ローカル シス
テムにおける） 絶対パスを格納する。

受信時 :

受信した添付ファ イルの （ローカル システムにおける）
絶対パスを格納する。
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このサンプルは、 サービス  ヘッダおよび MIME ヘッダ内に次のデータを生成し
ます。

コード  リス ト  2-3   サンプル サービス出力

<Attachment>
<description>

<FreeFormText>
Product user guide in PDF

</FreeFormText>
</description>
<GlobalMimeTypeQualifierCode>

PDF
</GlobalMimeTypeQualifierCode>
<UniversalResourceIdentifier>

cid:Attachment.001801236324xyz@xyz.test.com
</UniversalResourceIdentifier>

</Attachment>

コード  リス ト  2-4   サンプル MIME ヘッダ

Content-Type: application/pdf; name="myfile.pdf"
Content-ID: <Attachment.001801236324xyz@xyz.test.com>
Content-Description: Product user guide in PDF
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3 RosettaNet PIP テンプレート

WebLogic Integration は、 2 つの PIP テンプレー ト を備えています。 これらを使う

と、 RosettaNet ベースのソ リ ューシ ョ ンを即座に実装できます。 この章では、 各 
PIP テンプレー トの内容と、 PIP を実装するために必要な情報の双方について説
明します。 どちらの PIP についても  RNIF 1.1 用のバージ ョ ンと  RNIF 2.0 用の
バージ ョ ンが提供されています。

RosettaNet テンプレートのインポート

次の XML テンプレー ト  ファ イルは、 WLI_HOME/lib/templates/rosettanet 
ディ レ ク ト リに格納されています。

� PIP0A1_Admin_RN1.xml

� PIP0A1_Admin_RN2.xml

� PIP0A1_Notifier_RN1.xml

� PIP0A1_Notifier_RN2.xml

� PIP3A2_Customer.xml

� PIP3A2_Customer_RN2.xml

� PIP3A2_Customer_RN2_R02_00.xml

� PIP3A2_Supplier.xml

� PIP3A2_Supplier_RN2.xml

� PIP3A2_Supplier_RN2_R02_00.xml

提供されているテンプレー トの  1 つを使用する手順は、 次のとおりです。
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3 RosettaNet PIP テンプレート
1. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration 管理ツールと設計ツール」 にある 「Studio の起動」 の説明に従っ
て Studio を起動します。

2. 右ペインで、 [ テンプレー ト ] ノードを右ク リ ッ ク します。

3. シ ョー ト カッ ト  メニューから  [ テンプレート を作成 ] を選択します。

4. テンプレート名を入力します （これは通常、 インポート されるテンプレー ト
定義と同じ名前）。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

新しいテンプレー トのツ リーにエン ト リが追加されます。

6. 新しいエン ト リ を右ク リ ッ ク して、 [ テンプレート定義をインポート ] を選択
します。

7. 必要な RosettaNet テンプレート を見つけて [ 開く ] をク リ ッ ク し、 定義をイ
ンポート します。

テンプレートが正常にインポート される と、 次のよ う な メ ッセージが表示さ
れます。

図 3-1   インポート完了メ ッセージ

RosettaNet ビジネス処理

テンプレートに加えて、 WebLogic Integration は RNBusinessOP.jar ファ イルを
備えています。 このファ イルは、 RosettaNet ワークフローで使用されるビジネス
処理を含むワークフロー パッケージです。 このパッケージは、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフローパッケージのインポート

とエク スポー ト 」 の説明に従ってインポートする必要があ り ます。
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PIP0A1: 障害通知
このパッケージには、 Get RN timestamp ビジネス処理が含まれています。 これ
は、 RN 固有フォーマッ ト でタイムスタンプを返す処理です。 PIP0A1 メ ッセー
ジのサービス  コンテンツにデータを入れるために使用されます。 詳細について
は、 顧客ワークフローの Start Notification of Failure タスクを参照して ください。

PIP0A1: 障害通知

この PIP は、すべての実装に必要なシステム レベルの RosettaNet PIP です。プロ
セス障害の発生時に情報を送信するために使用されます。 通常は、 大幅なカスタ
マイズをする必要はあ り ません。 むしろ、 この PIP に呼び出し元の PIP ワークフ
ローからデータが渡されます。 このため、 PIP0A1 ワークフローの呼び出し前
に、 呼び出し元ワークフローで適切なワークフロー変数が設定されている必要が
あ り ます。 特に、 2-5 ページの 「RosettaNet ワークフロー変数」 で説明した変数
を設定して、 PIP0A1_Admin テンプレー トにインポートする必要があ り ます。 入

力変数はすべて、 ワークフロー呼び出し時に初期化する必要があ り ます。

PIP3A2: 価格と在庫に関するクエリ

PIP3A2 は、 PIP の実装方法の例と してテンプレー トの形式で提供されています。

この PIP には RNIF 1.1 用に実装されたものと  RNIF 2.0 用に実装されたものの、
2 つのバージ ョ ンがあ り、 各バ―ジ ョ ンは送信者用にも受信者用にもモデル化さ
れています。ご使用の RosettaNet のバージ ョ ンに適したバージ ョ ンの PIP テンプ
レー ト を使用して ください。

PIP3A2 を実装する場合は、 必須の入力変数を設定する必要があ り ます。 これら
の変数はすべて 2-5 ページの 「RosettaNet ワークフロー変数」 で説明していま
す。 これらの変数は、 PIP ワークフロー内から設定するこ と も、 呼び出し元ワー
クフローによって設定する こ と も可能です。 入力変数はすべて、 ワークフロー呼
び出し時に初期化する必要があ り ます。
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3 RosettaNet PIP テンプレート
他の PIP のモデル化

PIP3A2 テンプレー トは、 WebLogic Integration において RosettaNet PIP がどのよ
うにサポート されるかを例示するために提供されています。 PIP は複雑なので、
BEA は新しい PIP を作成する場合には PIP3A2 のソース ファ イルをコピーし、
このコピーを修正して新しい PIP を作成するこ と をお勧めしています。

他の PIP をモデル化する際には、 次の点に注意して ください。

� この PIP とその他のプロセスの間でデータを転送するには、 入力ワークフ
ロー変数と出力ワークフロー変数を使用します。 PIP の入力変数は別のワー
クフローからデータを受信するために、 出力変数は別のワークフローへデー
タを送信するために使用します。 PIP ワークフロー開始時にはすべての必須
入力変数を必ず初期化してください。

� 他のワークフローで、 PIP ワークフローを開始できます。 このタイプの開始
のコンフ ィ グレーシ ョ ンを行うには、 [ アクシ ョ ン｜ B2B Integration ｜パブ
リ ッ ク  ワークフローを開始 ] を選択します。 この方法を使用できるのは、
PIP ト ランザクシ ョ ンを開始する ト レーディ ング  パートナであるユーザで

す。 この方法を使用する場合は、 必ず 2-5 ページの 「RosettaNet ワークフ
ロー変数」 に示した PIP ワークフロー変数をすべて、 手動で入力して くださ
い。

� PIP ワークフローで、 プライベート  ワークフローなど、 他のワークフローを
開始できます。 このタイプの開始のコンフ ィグレーシ ョ ンを行うには、 [ ア
クシ ョ ン｜ワークフローを開始 ] を選択します。 この方法を使用できるのは、
PIP ト ランザクシ ョ ンを受信する ト レーディ ング  パートナであ り、 かつその

データをプライベート  ワークフローに渡そ う と しているユーザです。 プライ
ベート  ワークフローは、 たとえばバッ クエンド  ERP システムへの接続に使
用します。
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